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　50歳、男性。数年前に軽度のぜんそくと診断されました。最近、粘りけのある鼻水
と鼻づまりがひどく、耳鼻咽喉科に受診すると「好酸球性副鼻腔炎」と診断されました。
鼻のポリープが多いため、薬で改善しない場合は手術を、といわれました。今後の治療
法について教えてください。� （大阪府　Ｅ）
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。

副鼻腔炎とは

好酸球性副鼻腔炎の臨床例

副鼻腔とは、鼻腔周囲の空気
を含む４つの空洞、前

ぜん

頭
とう

洞
どう

、
蝶
ちょう

形
けい

骨
こつ

洞
どう

、篩
し

骨
こつ

洞
どう

、上
じょう

顎
がく

洞
どう

（蝶
形骨洞は篩骨洞の奧にある）
をさす。副鼻腔炎は、細菌感
染などにより副鼻腔に炎症が
おこり、鼻づまりや鼻汁など
の症状をおこす疾患。

鼻中隔と下鼻甲介の間にポリープ
がみられる軽度の症例。写真は、
粘りけのある鼻汁を吸引管でとっ
ているところ。
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